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	継続審査の申し出について

	開会
	午前１０時

	議事日程
	議長は別紙のとおり議事日程を配付した

	
	会議録署名議員を次のとおり指名した

	会議録署名議員
	８番
	大　竹　克　昌
	１番
	矢　澤　　　昇


　　　　　　　　　　議　事　の　経　過

　　　　　　　　　　◎開会及び開議

○議長　　おはようございます。
　　定刻でございます。全議員の出席を見ております。

　　ただいまから、令和６年第１回三島町議会定例会を開会いたします。

　　それでは、これより本日の会議を開きます。（午前１０時００分）

　　　　　　　　　　◎会議録署名議員の指名

○議長　　日程第１、会議録署名議員の指名でございますが、会議規則第125条の規定により、議長より指名いたします。

　　８番、大竹克昌君、１番、矢澤　昇君の両名を指名いたします。
　　　　　　　　　　◎会期の決定について
○議長　　日程第２、会期の決定を議題といたします。

　　お諮りいたします。

　　本定例会の会期は、本日より14日までの８日間にしたいと思いますが、これにご異議ございませんか。

　　　　　　　　　　（異議なし）

○議長　　ご異議なしと認めます。

　　よって、本定例会の会期は本日より14日までの８日間に決定いたしました。

　　　　　　　　　　◎諸般の報告について
○議長　　日程第３、諸般の報告を行います。

　　初めに、町監査委員よりの例月出納検査の結果報告でありますが、事務局より朗読させます。

　　事務局長。

　　　　　　　　　　（事務局長朗読）

○議長　　次に、第10期三島町高齢者福祉計画・第９期三島町介護保険事業計画の報告でありますが、説明を求めます。

　　町民課長。

　　　　　　　　　　（町民課長説明）
○議長　　次に、三島町第５次障がい者計画、三島町第７期障がい者・第３期障がい児福祉計画の報告であります。説明を求めます。

　　町民課長。

　　　　　　　　　　（町民課長説明）

○議長　　次に、会津若松地方広域市町村圏整備組合議会の報告についてを説明お願いいたします。
　　８番、大竹克昌君。

　　　　　　　　　　（会津若松地方広域市町村圏整備組合議会議員説明）

○議長　　以上で諸般の報告を終わります。
　　　　　　　　　　◎町長の挨拶並びに提案理由の説明

○議長　　日程第４、町長の挨拶並びに提案理由の説明を受けます。

　　町長。

○町長　　令和６年第１回三島町議会定例会に当たり、議員各位のご出席を賜り開会できますことに敬意と感謝を表するものであります。

　　まず初めに、本年１月１日に発生しました能登半島地震により犠牲となられた方々に深く哀悼の意を表しますとともに、被災された皆さんに心からお見舞いを申し上げます。

　　地震発生から２か月が経過し、復旧に向けた動きが少しずつ見え始めております。当町でも被災地の復興支援にと募金活動を実施いたしました。ご協力くださいました皆さんに感謝を申し上げます。まだまだ支援が必要でありますので、今後ともご協力くださいますようお願い申し上げる次第であります。

　　それでは、行政の諸般についてご報告を申し上げます。

　　１点目は、新たな燃料供給施設三島町サービスステーションが完成し、３月１日から営業が開始されました。地方自治体による全国初の施設整備事業を活用したサービスステーションの開業として取組が注目されております。初日から多くの方々が訪れてくださいました。国道252号線沿いに移転し、大規模駐車場や道の駅等と一体となる施設でありますので、町の顔としてお客様に喜ばれる施設となるように努めてまいります。我が町のサービスステーションとしてご愛顧くださるようお願い申し上げます。

　　２点目は、食鳥処理施設が完成し、こちらも稼働が始まりました。内覧会に多くの方々が訪れてくださいました。会津地鶏の品質向上、加工品を含めた新商品開発等、さらなる発展に資するものと確信しております。会津地鶏のＰＲを含め、生産、流通の拡大につながるよう指定管理者と共に運営してまいりますので、皆さんのご理解とご協力をお願い申し上げます。

　　３点目は、第51回雪と火のまつりが去る２月17日に開催されました。今年は降雪量、積雪量ともに少なく、昨年から日時を変更し、時間も午後３時からと短い時間でありますが、サイノカミ等の伝統行事の再現をメインとして人と人との触れ合いを大切に開催されております。多くの皆さんにご来場いただき、観光協会をはじめ、ご協力いただきました皆さんに感謝申し上げる次第であります。町営運動場での開催は今回で最後となりますが、次年度以降の開催場所等を含め、関係者の皆さんと協議してまいりたいと考えております。

　　それでは、本定例会にご提案を申し上げました議案についてご審議をお願い申し上げるに当たり、施政方針の一端を申し述べ、議会並びに町民各位のご理解とご支援を賜りたくお願いを申し上げる次第でございます。

　　国の令和６年度の予算案は、先般、衆議院において可決されました。
　　一般会計の歳入歳出予算総額は112兆5,717億円と、昨年に次ぐ大規模予算となりました。

　　地方交付税総額は18兆5,690億円と前年度比2,079億円の増となっており、安堵したところであります。

　　福島県においても、一般会計総額は１兆2,381億円で前年度比7.5％、1,001億円の減となっております。原価の物価高騰に適切に対応しながら、災害からの復興、人口減少の克服に向けた福島ならではの地方創生を一層加速させるとともに、防災力の強化や地球温暖化対策、デジタル変革の着実な推進等に取り組むため、総合計画の８つの重点プロジェクトを中心に重点的かつ優先的な予算配分としたとのことであります。

　　当町の令和６年度の一般会計予算は、歳入歳出総額26億8,100万円で前年度比10.2％、３億500万円の減となりました。

　　第５次三島町振興計画の４年目であり、前期計画も残すところ２年となり、令和８年度から始まる後期計画に向け策定準備に取りかかるとともに、施策の点検、評価を実施しながら重点プロジェクトの４つの基本目標の実現に向け、計画に沿った予算を編成したところであります。

　　まず、基本目標Ⅰの「結婚・出産・子育てしやすい環境をつくる」では、１点目の出会い・交流推進プロジェクトにおいて、新型コロナウイルス感染症の影響で人と人との交流機会が減少していたところですが、結婚対策を含め、各課連携により出会いの場づくりとして世代間交流事業を進めてまいります。

　　２点目の出産・育児応援プロジェクトでは、全ての妊婦、子育て世帯が安心して出産、子育てできるよう１か月児童健診及び５歳児健診を導入し、妊産婦に対する通院のための交通費及び宿泊費についても新たな助成制度を設けました。また、乳児の紙おむつ支給事業も対象年齢を３歳未満児まで拡大し、子育て世帯の経済的負担の軽減を図ります。

　　３点目の子育て・教育環境向上プロジェクトでは、安心して働ける子育て環境整備のため、保育サービスの充実、あるいは放課後児童クラブの体制強化を図ります。
　　学校教育については、小学校では３、４学年と５、６年学年が複式学級となるため、複式補充教員を配置するとともに、小学校、中学校ともに教育支援員を配置し、手厚い指導体制を確立します。

　　昨年度から導入した英語力向上を図る英語検定料補助を継続するとともに、英語体験研修事業を拡充してまいります。

　　また、中学校の休日部活動の地域移行化に向けて協議を進めるとともに、外部指導者の導入に取り組んでまいります。

　　総合学習支援事業では、コーディネーターを配置し、地区探検事業、田んぼの学校、森林環境学習、おばあちゃんの味を継続し、郷土愛を育むキャリア教育の充実を図ってまいります。

　　続いて、基本目標Ⅱの「地域資源を生かしたしごとをつくる」では、担い手育成・生産性向上プロジェクトにおいて西方稲表のため池改修及び大登中川井取水口整備に取り組み、優良農地の維持保全を図り、担い手となる認定農園者への支援を継続してまいるとともに、遊休農地の抑制に農業体験を通した交流事業を展開し、地域おこし協力隊を活用した後継者の育成を図ってまいります。

　　農商工連携プロジェクトでは、会津地鶏の処理加工施設が完成したことにより、新たな商品開発と福島三大鶏として会津地鶏の生産、販路拡大を図ってまいります。

　　福島大学との連携による町内資源の堆肥化及び有効活用による循環型農業生産体制に基づく高付加価値化を目指してまいります。

　　山菜加工場へは支援アドバイザーを継続し、ＪＡとの連携を図りながら後継者の育成、あるいは新商品開発及び販路拡大を図ってまいります。

　　有害鳥獣対策については、地域おこし協力隊の配置により迅速、的確な対応を強化してまいるとともに、電気柵等設置補助や放任果樹伐採に取り組む人家近くへの野生動物への侵入を防止してまいります。また、県のイノシシ捕獲報奨金に加算するとともに、熊捕獲については町単独で報奨金を交付し、有害鳥獣対策を強化してまいります。

　　会津桐の振興では、会津桐タンス株式会社の桐製品ＰＲと販路等を支援してまいるとともに、販売額が減少を続ける中で、運営方針について関係者の皆さんと協議してまいる所存でございます。

　　経済・エネルギー循環プロジェクトでは、森林環境税等を活用し、町単独の間伐事業を実施して林業事業体の育成を図り、森林整備による広域的機能の向上を図るとともに、材の活用による森林資源の循環と森林管理の育成、助成に努めてまいります。

　　木質バイオマスの利活用については、引き続き調査研究を継続するとともに、他の再生可能エネルギーについても可能性を調査してまいります。

　　温泉熱を利用した地域循環の取組として、宮下温泉は大変有望との調査結果が出ておりますので、福祉施設等への再生可能エネルギー利用を計画してまいりたいと考えております。三島町ゼロカーボンビジョンを推進してまいります。

　　基本目標Ⅲの「交流人口から関係人口・定住人口につながる流れをつくる」では、１点目の交流・関係人口創出プロジェクトでは、コロナ後の観光関連事業の回復に取り組むとともに、持続可能な地域づくりのための観光ビジョンの策定に向け、課題、資源等の現状把握と整備を図ります。

　　昨年度は少しずつインバウンドの回復も見られ、台湾との交流事業では国立台湾工芸研究発展センターとの協定の更新を行い、また新たに雲林科技大学との協定を結ぶことができました。工人まつりへの出展や工芸研修生の受入れ等、新たな交流の形が見えつつあります。三島町の生活工芸は外国人にとっても魅力のあるものと感じており、商品化を模索していきたいと考えております。

　　また、「テレサ・テン」ゆかりの地として財団法人鄧麗君文教基金會と関係を深め、没後30周年を迎えるに当たり、町では歌碑建立を計画し、全面的な協力をお約束いただきました。交流センター山びこでの交流会の開催をはじめ、秋には除幕式を計画しておりますので、これを契機としてさらに発展させ交流人口につなげてまいりたいと考えております。

　　美坂高原での星空活用事業では、国際的なダークスカイ協会の認定を目指して進めてまいります。

　　また、只見線を活用した地域振興として、宮下駅周辺での物販等駅前マルシェの定着を図ってまいります。

　　大林ふるさとの山活用として、桜の木の伐採と景観整備も進めてまいります。

　　ふるさと運動は、令和６年度で半世紀を迎えます。特別町民制度は継続しておりますが、当初とは内容が変わっており、当時の取組を知ることが困難になっております。この50周年には記念事業を計画し、これを契機として今後のふるさと運動について考えてまいりたいと考えております。

　　２点目の定住人口創出プロジェクトでは、住宅環境の整備として空き家バンクを運営し、空き家の利活用を進めております。県においても移住定住に力を入れており様々な交付金等も用意されておりますので、町の支援事業と併せ、丁寧な説明、対応に努めてまいります。
　　また、町営住宅等についても計画的な改修を実施し、町外からの移住定住の促進につなげてまいります。

　　生活工芸を通したアカデミー事業については、コロナ禍による中断はあったものの７年が経過しようとしております。これまで14名のアカデミー生が修了され、５名の方が引き続き定住されております。修了生のその後の定住施策等について考えていく必要があると思われますので、生活工芸村構想を更新していく中で協議してまいりたいと存じます。

　　定住環境としてデジタル化は必須となっており、また、当町のデジタル化のロードマップとしての三島町ＤＸ推進計画を令和４年度に策定しましたので、町民生活の利便性の向上につながるよう進めてまいります。

　　昨年は、ケーブルテレビ放送設備更新を行いましたので、次にアンケート調査を実施しました。ＩＰ告知端末について調査結果を基に他市町村の例を参考にしながら、今年度中に整備方針を定めたいと考えております。

　　また、自治体ＤＸについても進めていかねばなりません。町職員が作業効率を向上させることにより、住民サービスの向上につながるよう整備してまいります。

　　３点目の情報発信力強化プロジェクトでは、情報発信の重要性を強く認識し、町ホームページを更新しております。まだまだ情報の発信力が弱いと言われておりますので、各課の連携を強化し、効果的な情報発信に努めてまいります。

　　基本目標四の「生涯いきいきと過ごせる魅力ある地域をつくる」では、１点目のいきいき健康増進プロジェクトとして、新型コロナウイルス感染症は５類に引き下げられたものの高齢者の多い当町では感染症による重症化リスクは高く、引き続き迅速な対応が必要となりますので、関係機関との連携を密にし、体制を整備してまいります。

　　生活習慣病予防、重症化予防等のきめ細かな保健指導を実施する中で、禁煙支援事業にも取り組みます。福島県は喫煙者が全国ワーストワンとなっており、当町も県内でワースト16位となっています。被喫煙者への健康被害を防止するために禁煙補助薬の購入補助を実施いたします。

　　他市町村に先駆け、50歳以上を対象とした帯状疱疹ワクチン接種費用助成を実施したことにより接種率の向上が図られますので、継続して実施してまいります。

　　目指せ！健康寿命＋10歳（プラステン）推進事業では、引き続き活動量計を活用し、健康は自分自身で守りつくる意識の醸成を図ってまいります。

　　高齢者福祉の分野では、昨年度から健康麻雀教室を開催し、仲間づくりや脳のトレーニング、介護予防等を促し、交流の機会を提供して孤立化の予防と社会につなげるよう取り組んでおります。しかし、高齢者の要支援、要介護の割合が増加傾向にあり、町内においても在宅で受けられる介護サービスが限られていることから施設入所の割合が高くなっております。住み慣れた自宅での生活が送れるよう介護人材の育成、確保を努めた環境整備が必要と考えています。

　　障害福祉については、障害者等のための地域活動支援を実施しておりますが、参加者が少なくなっておりますので会の運営についても考えていくこととしております。

　　県立宮下病院の建て替えが進められており、町民運動場を含む健康増進施設の整備を計画しております。アンケート調査も実施し、検討委員会において協議しておりますので、整備方針については今年度中に決定できるよう進めてまいります。

　　２点目の温故知新プロジェクトでは、文化財を活用した地域づくりとして荒屋敷遺跡の有効活用に出土品の保存処理を実施し、次年度以降町内での展示につなげてまいります。

　　町史編さん事業については、令和６年度には三島町の民話を民族あるいは集落史編の別冊として発行する予定であります。

　　３点目の地域の暮らしと魅力向上プロジェクトでは、住民同士支え合いながら安心して暮らせる基盤づくりを進めてまいります。

　　地区づくりへの支援として、各地区の目標に沿った主体的な取組を支援するほか、地区要望事項への対応について迅速、丁寧な説明を実施してまいります。

　　また、日本で最も美しい村連合が加盟５年ごとの審査を受けておりますが、令和６年度が２度目の審査となりますので、これまでの取組を振り返り、今後の活動を計画してまいりたいと考えております。

　　地域の担い手確保として、特定地域づくり協同組合の運営が始まりました。多様な働き方と担い手の確保に３町村連携で展開しております。引き続き、支援してまいります。

　　町営バス事業については、老朽化が進む14人乗りコミューターを今後３年間で１台ずつ更新してまいります。また、国が一部解禁を予定しておりますライドシェアについて検討してまいります。

　　ＳＳサービスステーションでございますが、完成し、営業を開始しております。皆さんに喜ばれるＳＳとなるような運営を支援してまいります。

　　４点目の災害に強いまちづくりプロジェクトでは、自主防災組織の設立を支援し、自助、共助、公助が機能するような防災訓練を実施してまいります。また、災害時に備え防災備蓄品の管理を徹底し、どこに何がどれだけあるのか情報の共有を図ってまいります。消費期限の迫る備蓄品については更新時期に合わせ、有効活用が図れるよう検討してまいります。

　　以上、令和６年度を迎えるに当たり所信の一端を述べましたが、当町の財政は自主財源が乏しく地方交付税に依存し、根本的に財政力が弱い構造となっております。各種事業を実施するためには国・県等の補助金と過疎債等により賄うことを基本としており、これまでの起債により今後数年間は公債費が高い水準で推移いたしますので、中期財政計画及び県の財政診断を念頭に財政運営に当たる所存でありますので、議員各位のご理解とご支援を重ねてお願い申し上げる次第であります。

　　次に、本定例会にご提案申し上げました議案についてご説明をいたします。

　　議案第１号は、専決処分承認を求めるについてであります。三島町手数料徴収条例の一部を改正する条例を専決したことによる承認を求めるもので、改正内容は、戸籍法の一部改正により、地方公共団体の手数料の標準に関する政令の一部改正が令和５年12月６日に施行され、３月１日から新たに改正された戸籍電子証明書及び除籍電子証明書の発行手数料を加える必要が生じたことによるものであります。

　　議案第２号は、三島町体育施設条例を廃止する条例であります。町の体育施設は三島町民運動場及び三島町営スキー場の２施設ですが、町民運動場については県立宮下病院の建設用地として提供し、町営スキー場については施設の運営維持管理を断念したことにより廃止するものであります。

　　議案第３号は、議会議員の議員報酬、期末手当及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例であります。平成19年には議員報酬の減額と議員定数を削減し、議員１人当たりの活動範囲は拡大し、町民の負託に応える責任の重さを増しております。近隣町村との均衡を図り、議員活動の充実を人材確保に資するために議員報酬の引上げを提案するものであります。

　　議案第４号は、三島町介護保険条例の一部を改正する条例であります。３年に１度の介護報酬の改定に合わせ、指定居宅サービス等の事業人員、設備及び運営に関する基準等の一部を改正する条例が公布されたことに伴い、令和６年度から令和８年度までの介護保険料基準額を定める等所要の改正措置を講じるものであります。

　　議案第５号は、三島町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準に関する条例の一部を改正する条例。
　　議案第６号は、三島町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部を改正する条例。
　　議案第７号は、三島町指定介護予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準に関する条例の一部を改正する条例。

　　議案第８号は、三島町指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例は、いずれも３年に１度の介護報酬の改定に合わせ、指定居宅サービス等の事業の人員、設備及び運営に関する基準等の一部を改正する条例が公布されたことに伴い、町内の各介護サービス事業所において適正な運営を促す規定を整備するものであります。

　　議案第９号は、三島町給油施設の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例であります。新たな給油施設、三島町サービスステーションの運営に伴う施設使用等を加え、旧給油施設三島給油所を廃止する等、所要の改正を講じるものであります。

　　議案第10号は、三島町食鳥処理施設設置条例の一部を改正する条例であります。新たに整備した食鳥処理施設の位置を定め、指定管理者の施設使用について所要の改正を行うものであります。

　　議案第11号は、三島町農林水産加工品等展示販売施設設置条例の一部を改正する条例で、公共施設の適正管理を図るため遊休施設となっている三島町林産物展示館について廃止するものであります。

　　議案第12号は、三島町町営住宅等条例、三島町特定公共賃貸住宅条例の一部を改正する条例で、町の公営住宅について入居資格、要件に所要の改正措置を講じるものであります。

　　議案第13号から議案第20号までは、指定管理者等の指定についてであります。令和６年３月31日で指定管理期間満了を迎える三島町老人休養ホーム、三島町高齢者生活福祉センター、三島町高齢者自立支援住宅、三島町情報物産館、三島町農林水産物処理加工施設、三島町食鳥処理施設、三島町農林産物加工品等展示販売施設、三島町木材加工施設の８施設について、県指定管理者から申請があり再指定いたしたくご同意をお願いするものであります。
　　なお、三島町多目的集会施設ひだまりでございますが、については、県指定管理者から今年度で撤退するとの報告があり募集を行ったところですが、応募がなく、次年度は三島町多目的活動施設桐の里倶楽部と同様に町直営での運営となります。これまで同様ご利用いただけるよう管理、運営に努めてまいる所存であります。

　　議案第21号は、令和５年度三島町一般会計補正予算で、歳入歳出１億7,200万円を減額し、歳入歳出それぞれ30億5,200万円とするものです。

　　補正予算の内容は、まず、繰越明許費で４事業3,862万2,000円を翌年度へ繰り越すもので、繰越事業は戸籍住基システム改修事業、物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金事業、消防団宮下班ポンプ車車庫整備事業、林道災害復旧事業でいずれも国庫補助金及び起債を財源として繰り越すものであります。

　　歳入の主なものとしては、町道美坂高原線災害復旧工事の完了により、公共土木施設災害復旧費国庫負担金の額が確定し、199万円の減となりました。
　　総務費の国庫補助金では、繰越事業に計上しました戸籍住民システム改修費として、戸籍住民基本台帳費補助金260万円を物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金625万円を計上しました。

　　県補助金では、来てふくしま住宅取得支援事業の実績がなく200万円の減、電源立地地域対策交付金が額の確定により154万5,000円の増額計上となりました。

　　児童福祉費補助金として、福島県保育対策総合支援事業が200万円を計上しました。

　　財産収入では、教員宿舎入居料227万7,000円を減額し、繰入金では財政調整基金繰入金を87万7,000円、公共施設整備基金繰入金を5,000万円、森林環境基金繰入金を270万円、減債基金繰入金を１億2,000万円をそれぞれ減額しました。

　　雑入のうち、公有建物災害町債金で326万円、ＳＳ施設整備等事業で874万8,000円の減となりました。

　　町債では、事業確定により過疎対策事業債で370万円、辺地対策事業債で100万円、災害復旧事業費で220万円が減額となりました。

　　歳出においては、事業確定並びに実績見込みによる整理予算が主で、減額措置を各項目にわたり計上しております。

　　増額計上しました主な事業についてご説明を申し上げます。

　　総務費の財産管理費積立金で減債基金に800万円を計上し、次年度以降の公債費の増額に対応してまいります。

　　戸籍住民基本台帳費では、委託料に繰越事業となるシステム改修費を増額計上しております。

　　民生費の社会福祉総務費では、こちらも繰越事業となる物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金事業として、役務費委託料負担金及び交付金に総額665万万8,000円を計上しました。

　　障害者福祉費では給付費が延びていることから、扶助費に124万6,000円を増額計上しました。

　　衛生費では、保健衛生費総務費の繰り出しに簡易水道事業債事業特別会計における起債の減額に伴う繰出金を増額計上しております。

　　議案第22号は、令和５年度三島町国民健康保険特別会計補正予算で歳入歳出657万円を増額し、歳入歳出それぞれ１億9,477万8,000円とするものです。

　　歳入における県支出金の保険給付費等交付金及び繰越金の増額計上により、歳出の国保基金積立金へ500万円を計上するものであります。

　　議案第23号は、令和５年度三島町簡易水道事業特別会計補正予算で、歳入歳出596万2,000円を減額し、歳入歳出それぞれ２億6,355万3,000円とするものです。

　　歳出における備品購入費及び工事請負費の確定による減額として、歳入の一般会計繰入金は増額となりますが、起債総額で870万円の減額としたところであります。

　　議案第24号は、令和５年度三島町路線バス事業特別会計補正予算で、歳入歳出194万円を減額し、歳入歳出それぞれ3,306万円とするものでございます。

　　歳入においては、繰越金を計上したことにより、一般会計繰入金を減額するものであります。

　　議案第25号は、令和５年度三島町農業集落排水事業特別会計補正予算で、歳入歳出87万円を減額し、歳入歳出それぞれ3,919万円とするものです。

　　歳入においては、繰越金を計上したことにより、一般会計繰入金を減額するものであります。

　　議案第26号は、令和５年度三島町介護保険特別会計補正予算で、歳入歳出1,854万6,000円を減額し、歳入歳出それぞれ４億7,158万3,000円とするもので、介護サービス給付費等の減額見込みによるものであります。

　　議案第27号は、令和５年度三島町戸別合併処理浄化槽事業特別会計補正予算で、歳入歳出1,096万円を減額し、歳入歳出それぞれ3,518万4,000円とするものです。合併処理浄化槽設置整備工事等がなかったことによる減額でございます。

　　議案第28号は、令和５年度三島町後期高齢者医療特別会計補正予算で、歳入歳出96万円を増額し、歳入歳出それぞれ3,696万7,000円とするもので、広域連合給付金の増額によるものであります。

　　議案第29号は、令和６年度三島町一般会計予算で、予算総額は26億8,100万円とし、前年度比３億500万円、10.2％の減となりました。

　　予算の内容といたしましては、さきに申し上げましたように第５次三島町振興計画に沿った事業予算で、国・県の動向を注視し、当町の財政計画に諮り計上したものであります。

　　歳入のうち、町税は１億5,988万5,000円で、およそ100万円の減を見込んでおります。

　　地方交付税につきましては、前年度より1,000万円増の13億4,000万円を見込んだところで、歳入予算全体の50％となっております。

　　使用料及び手数料では、指定管理者施設の２施設が新築されたことにより、138万3,000円の増額を見込んでおります。

　　国庫支出金では、戸籍住基システム整備費補助金及び町営住宅改修を含む社会資本整備総合交付金の増により、2,975万5,000円の増額となっています。

　　県支出金では、食鳥処理施設整備に係る歳時記の郷奥会津活性化事業が完了したことにより、9,519万7,000円の減額となっております。

　　寄附金ではテレサ・テン歌碑建立事業クラウドファンディングを実施し、ふるさと納税を含め803万円増の1,413万6,000円を見込んだところです。

　　繰入金は総額で６億1,307万9,000円と、前年度比6,446万3,000円、11.8％の増となりました。

　　財政調整基金では、9,796万円の増、公共施設整備基金、ＳＳ整備工事が完了したことにより、１億2,900万円の減となっていますが、減債基金では繰上償還分を計上したことにより、7,910万円の増が主な要因であります。今後、公債費が高い水準を推移することから、将来負担を軽減するために繰上償還を実施していくものであります。

　　諸収入では、ＳＳ施設整備が完了したことによる補助金の減で7,519万4,000円の減額となりました。

　　町費では、過疎対策事業債でケーブルテレビ放送設備更新、食鳥処理施設整備が終了したことにより、２億5,160万円の減となり、新たに緊急自然災害防止対策事業債及び緊急新設推進事業債を計上いたしましたが、起債総額では１億4,840万円で、財政計画に基づく起債上限目標額年２億5,000万円以内を３か年平均で達成してございます。

　　一方、歳出におきましては、性質別に見ると、人件費で1,651万4,000円の増、前年度比3.5％の増となっております。物価上昇に見合う賃金等の引上げが日本全体で進められており、会計年度任用職員制度の改正等もあり、報酬等の見直しにより伸びている状況でございます。

　　物件費は4,272万1,000円の増、前年度比10.3％の増となっております。

　　主なものとしては、委託料で地方自治体の公会計財務書類作成業務、振興計画後期基本計画策定業務、ふるさと運動50周年記念事業等を計上しております。

　　補助費等では、ＳＳ利用町民割補助や新たな制度に移行しました公営企業会計の支出が繰出金から補助金となることから増額となっております。

　　公債費は５億4,681万6,000円と、前年度比１億2,681万3,000円の増、30.2％の大きな伸びとなっておりますが、将来負担の軽減を図るため、繰上償還に１億2,363万円を計上したことによるものであります。

　　普通建設事業債では、大型事業、ケーブルテレビ放送設備更新事業、あるいはＳＳ整備事業、食鳥処理施設整備事業等の完成を受け、５億2,084万6,000円の減となっております。

　　令和６年度は３億628万8,000円を計上しております。

　　主な新規事業は、県立宮下病院移転に伴う町道寺沢吉田線整備事業、宮下温泉熱利用ボイラー導入計画策定基本設計業務、地区集会場屋根塗装事業４地区、西方稲表ため池改修測量設計及び堆積土砂除去事業、テレサ・テン歌碑建立事業、早戸温泉給湯ボイラー更新、公共施設の適正管理推進による宮下中学校旧宿舎及び旧宮下給油所解体撤去、三島小学校屋根外壁改修設計業務、工人の館屋根塗装工事業、役場駐車場舗装事業等を計上したところであります。

　　以上、一般会計の主なものを申し述べさせていただきました。

　　主に、議案第30号は、令和６年度三島町国民健康保険特別会計予算で、歳入歳出１億8,071万5,000円とし、前年度比4.6％の減となりました。

　　歳入における保険税総額は、前年度比8.9％減の2,091万6,000円を計上し、歳出の保険給付費は１億2,729万7,000円と、前年度比3.5％の減を見込んでおります。

　　議案第31号は、令和６年度三島町路線バス事業特別会計予算で歳入歳出3,440万円とし、前年度比1.7％の減となりました。事務費用の削減によるものであります。

　　議案第32号は、令和６年度三島町介護保険特別会計予算で、歳入歳出４億3,431万3,000円とし、前年度比3.3％の減となりました。
　　歳入における介護保険料は、前年度とほぼ同額の6,619万8,000円を見込み、歳出の保険給付費では前年度より4.3％減の４億639万8,000円を計上しました。

　　議案第33号は、令和６年度三島町後期高齢者医療特別会計予算で、歳入歳出3,898万4,000円とし、前年度比6.6％の増となりました。広域連合給付の伸びによる増額でございます。

　　議案第34号は、令和６年度三島町簡易水道事業会計予算であります。

　　令和６年度から地方公営企業法適用会計処理制度に移行することに伴い、予算書の様式が変更となっております。主な事業については、桧原水道管敷設工事水道施設監視システム更新事業及び大登送水ポンプ場改修工事を計上しております。

　　議案第35号は、令和６年度三島町下水道事業会計予算で、令和６年度から三島町農業集落排水事業特別会計と三島町戸別合併処理浄化槽事業特別会計が統合され、下水道事業会計となったものであります。簡易水道事業同様、地方公営企業法適用会計処理制度に移行しておりますので、様式が変更となっております。

　　議案第36号は、三島町固定資産評価審査委員会委員の選任同意を求めるについてであります。令和６年３月19日をもって任期満了を迎えられます委員１名の再任の同意をお願いするものであります。

　　以上、本定例会にご提案を申し上げました議案の概要についてご説明を申し上げました。

　　なお、各議案につきましては、それぞれ担当課長をもって詳細にご説明を申し上げますので、何とぞよろしくご審議を賜りますようお願い申し上げ、ご挨拶並びに提案理由の説明といたします。

○議長　　お諮りいたします。休憩を取りたいと思いますが、ご異議ございませんか。
　　　　　　　　　　（異議なし）

○議長　　11時20分まで休憩といたします。（午前１１時０８分）
◇　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　◇

○議長　　再開いたします。（午前１１時２０分）

　　　　　　　　　　◎一般質問

○議長　　日程第５、一般質問に入ります。

　　通告者は３名であります。順番に発言を許します。

　　８番、大竹克昌君。

　　なお、大竹克昌君の持ち時間は、ただいまから12時20分までといたします。

○８番　　定例会お疲れさまでございます。８番、大竹、壇上より一般質問させていただきます。

　　今回は２点につき質問させていただきます。

　　まず、新設県立宮下病院についてということで、宮下病院という名目を使っておりますが、実際は診療助ということであります。今回は病院ということで質問させていただきます。

　　令和６年度より三島町町営グラウンドが使用できなくなり、県立宮下病院新設工事が始まります。今までグラウンドを使用していましたが、団体等今後の話合いはなされているのか。各団体、今後どの場所を使用するのか。今までも各議員さんが質問されておりましたが、改めて質問させていただきます。

　　町営グラウンドに県立宮下病院が新設されるわけでございますが、防災の観点から質問させていただきます。

　　大登地区の消火栓、防火水槽があの近辺になく、今までこの病院が造られるということでそのことについても説明がございませんが、火災等がもし発生した場合、大登地区からの水利を確保するか考えを伺います。

　　次に、中心地市街の活性化について質問させていただきます。

　　三島町の中心市街地といいますと宮下地区でございますが、行政は地区に点在する空き地施設を活用し、地域資源を生かしたイベントの開催や町並み等、景観の整備、機能の集約などにより、町民との協議により新たなにぎわいづくりに取り込むということで試行錯誤されておりますが、ここ数年、宮下駅通りを活性化させようということで試みておられますが、令和６年度、もしくは今後、どのように町はしたいのか伺います。

　　県立宮下病院移転に伴う跡地の利用について、商工会等からも問題視されておりますが、検討されているのであれば伺います。

　　次に、ＪＲ只見線宮下駅が無人化されるということで、地域政策課長のほうからも少し説明がございましたが、今現在町としてこの無人化される宮下駅についてどのような考えを持ち検討されているのか、伺います。

　　以上であります。

○議長　　町長。

○町長　　８番、大竹克昌議員のご質問にお答えいたします。

　　令和６年度より町営グラウンドが使用できなくなるに当たりまして、現在使用されている各団体との代替の施設等について話合いを行いました。結果としまして、ゲートボール協会はこれまでと同様、柳津の屋内ゲートボール場「スパーク柳津」、あるいは老人クラブはグラウンドゴルフ場等で中学校または生涯学習センターの校庭、あるいはＪＡ年金友の会のグラウンドゴルフでは大登のサブグラウンド、野球のヒートブロウでは柳津グラウンドを当分の間利用いただくことにするというようなことでございました。

　　水利についてですが、議員ご指摘のとおり町営グラウンド付近には自然水利や消防水利がない状況でございます。今後とも、宮下病院建て替えに併せ、消防水利の確保について県とも協議し、必要な施設整備を進めてまいります。

　　２点目の中心市街地の活性化でございます。

　　１点目、宮下駅前通りの活性化についてですが、これまで駅前で実施してきた各種事業については交付金を活用し、駅周辺施設整備として公園整備を目標に進めてまいりました。この事業では、施設整備への補助金充当が認められる一方で、ソフト事業実施も義務づけられており、これまで「駅前マルシェ」の開催や令和５年度における夜間の事業開催と「菜の花」、あるいは「銀杏」ライトアップと「駅前イルミネーション」と併せて「夜のマルシェ」も実施いたしました。

　　令和６年度における取組ですが、交付金が終了することもあり、これまで同様の実施は難しい状況となりますが、三島町観光交流館脇イベント広場における地元の方々や町内外キッチンカーによる食の提供を行うなど、民間の方々に独自で出店していただき、只見線利用者をはじめ観光客の方々へイベント、あるいは食の提供をしてまいりました。

　　また、好評であったライトアップについては、「菜の花」ライトアップを町単独予算で確保、実施を予定しており、継続した駅前活性化に取り組んでまいります。

　　また、全員協議会でもご説明した新年度予算にも計上している「テレサ・テン歌碑」建立も予定しており、新たな観光スポットとして会津宮下駅前が注目されるよう目指してまいります。

　　２点目の県立宮下病院移転に伴う跡地利用についてですが、現状では具体的な検討はしてございません。新たな宮下病院建設に伴い、町では運動場と健康増進施設の検討も行い、その方向性を近々定まってきますので、この状況を見極め、跡地利用については宮下地区活性化と併せ、有効な活用について検討してまいりますが、現状では旧病院施設が撤去予定となっておりますので、この状況も病院局とか確認しながら進めなくてはならないもので、遅れることのないように取り組んでまいります。

　　３点目の会津宮下駅無人化の検討についてですが、無人化については事前に議会にご説明をいたしましたが、利活用については今後検討していくことをご説明しておりますが、現状では具体的な利活用の検討はいたしておりません。柳津町では、先駆的な無人となった駅舎を譲り受け、改修し、「赤べこ工房」などの活用を行っております。このほか無人駅舎を活用されている事例はないようですが、しかし、宮下駅も建物としては魅力ある駅舎であり、先ほどの「テレサ・テンの歌碑」の設置により更なる展開も期待されますので、今後も活用方法や運用方法について地区、あるいはＪＲ、あるいは観光関係の方々と協議してまいりたいと考えております。

○議長　　再質問を受けます。大竹克昌君。

○８番　　私の質問に対してそういったご答弁をいただきありがとうございます。

　　その中で、各団体と話合いをされて、各団体、どこで今後いろいろな行事等を行うかということでまず１点目質問をさせていただきました。

　　大きいところはほとんど使う場所が決まっているのかなという答弁でございました。そういった中で、突発的な団体等のグラウンドで今までやっていた団体等さんが今後どこを使うのか、そういったところは突発的に今後問題が出てくるのかなと思います。そういった中で、私も所属している消防団の検閲等などもどこを使用するのか、今消防団、または関係各位で話合いになっているところでありますが、私が言いたいのは現在町営グラウンドが使えなくなるのははっきりしております。今後それに替わる新しいグラウンドを造るのか、それともどこか町営グラウンドの替わりに改造して利用するのか。それまでの間、グラウンドとして使おうとする場所がまず検討されているのか伺います。

○議長　　生涯学習課長。
○生涯学習課長　　町営運動場の代替としましては、中学校の校庭、もしくは生涯学習センターの校庭をご利用いただくことを想定しております。若干面積が狭まってしまいますが、そこで何とかご対応いただきたいと思っております。

　　また、新たな町民運動場の整備につきましては、健康増進拠点施設や公園の整備を含めまして、利用団体のヒアリング、町民アンケートの結果を踏まえながら、今検討委員会のほうで整備の具体的な内容について検討を進めているところでありまして、第３回目の検討委員会は３月22日開催予定でございまして、そちらである程度の方向性は出せるものと考えております。

　　以上でございます。

○議長　　大竹克昌君。

○８番　　私個人としましては、中学校の校庭が一番仮の町営グラウンドになるのかなと考えております。まず１点目は駐車場が広くあること。次に、トイレ等もございます。ただ学校の施設ですので、それが貸出しになるのか。そういったところが考えるところではありますが、今後の町営グラウンド、新しい町営グラウンドですが、今課長さんがおっしゃったとおり検討しているというところでございますが、私個人的にはわざわざ予算をつけてこれからグラウンドを造るとなるとかなりの金額になると思われます。そうであるならば、今の中学校の校庭、本年度、元の寄宿舎家庭工事の予算も載っております。そういった中で、そこを解体しての、そこをグラウンドとしてのトイレを造って、中学校の施設に入らないように。あのグラウンドを町営グラウンドにしてしまったほうが私はいいような気もしますし、これから仮にあそこを使うんであれば、子供も使う校庭でありますので、雪解けとともにきれいに草を取って整備をし、町営グラウンドに替わるものに取りあえずはそこをしていただきたいと思うのですが、いかがでしょうか。

○議長　　生涯学習課長。
○生涯学習課長　　中学校の校庭のグラウンドにつきましては当然学校のほうで教育活動に使う部分でございますので、そちらを学校の活動優先に使っていただくようになります。ただトイレにつきましては、今想定しておりますのが体育館のほうのトイレを使っていただくようなことで想定しておりましたので、そちらをご利用いただきたいと考えているところでございます。整備につきましても、毎年度、定期的に整備するように予算も取っておりますので、そちらを依頼して、雪が解けましたら中学校の校庭につきましても整備に入りたいと考えております。

　　以上でございます。

○議長　　大竹克昌君。

○８番　　ぜひお願いします。前にも何回か質問させていただきましたが、町営グラウンドの整備、ここ数年あと使わないという考えがあったのか、物すごい段差のあるグラウンドでありました。整備の仕方が、簡単に言えば、素人の方がやったのか、余りにもひどかった。中学校の校庭も多分同じ方がやるのかその辺は分かりませんが、今の現状であれば昔よりも草もいっぱい生えていますし結構な段差もあると思われます。そういったところで、仮に今後町営グラウンドとして町民の方がそこを使うとなれば危ないので、徹底して整備をお願いしたいと思います。

　　次に、新しく宮下病院が新設されるわけでございますが、防災の観点からあの近辺の消火栓、防火水槽がなく、どのように今考えておられるのかという質問でございます。

　　そういった中で、町長さんの答弁の中で必要な施設整備を進めてまいりますということであります。私もこれは一部の課長さん、この間のアンケートの中で恐らく消防署のほうで少し話が出たのかななんても思っておりますが、聞いておられる方もおります。あそこには本当に消火栓、防火水槽が近くになく、この病院が建って本当に火災が起きた場合、水を大登地区から持ってくるしかなくなるわけでありますので、ここは町単独で造るとなればかなりの金額もかかると思います。検討、折半するなり、県が造るようにしてもらうなり、工事に入る前に話をしていただいて検討してもらえればいいのかなと思います。

　　ちなみに、耐震性貯水槽、この辺の自治体の入札価格ですと40トンで900万円、100トンで2700万円くらいが想定されると思います。これは国の補助が使われますので、40トン180万円、100トンで450万円。100トンについては多分過疎債も可能かなと思われます。できれば100トンクラスの水槽を検討して造っていただいて、あの辺診療所の火災などに使えるようにしてもらうのが一番いいのかなと。これを造ることによって大登地区、川井地区、電力の事務所、または宮下地区の火災にも対応できます。道の駅等にも運べる。そのように私は考えておりますし、最近インバウンドで来ている国外の方、町外の方、多数自転車に乗ったり歩いたりしておられます。国外の方は、私生活、道路でたばこを吸うというのがまずない。だからたばこは吸っておりませんが、かえって日本人の方がたばこを吸っていまだに歩いておられる方が見受けられ、それがもしポイ捨てで投げられて火災が起きた場合、水利を探すとなると道の駅近辺、駅から歩いているルートを考えるとやはり病院の100トンクラスの水槽が活用できるのかなと私は考えます。ぜひ、工事に入る前にこれを話を進めていただいて造っていただければいいのかなと考えます。病院ができてからまた壊して後から水槽を造ることのないようなそういう話合いをしていただきたいのですが、町長、いかがでしょうか。

○議長　　町長。

○町長　　今の宮下病院がどこに造るかというのが県でなかなか判断というかできなくて、柳津も欲しい、あるいは金山も欲しい、昭和も欲しいということであったと。ただ、やっぱり前の副町長と２人で毎日しゃべって、水がないということになると、宮下の病院は上は駄目だと。柳津だって欲しいよ。本当に医療機関というのは欲しいわけだから、だから、大登にあれだけ一応ずっとこう水路を広めたのは本当はそこに意味があった。あそこの神社の脇を掘ったりと、病院来ても大丈夫だと。水あるのかと聞かれたら大丈夫ですと言わないと、いや、水はどこから持ってくるか分からないなと言うと、何ていうか、宮下病院で柳津さ持っていくかとか金山に持っていくかとなるから、とにかく水を確保することで、その前にみんなぜいたくな水を、消雪を造ったなと言われるけれども、そういう背景がありました。それは言われないよな。表に出して。これやったから病院欲しいとか。最後は４町村の首長が集められて、ところで首長さん、宮下病院はどこでいいよというようなことの問いかけがあったわけ。みんな黙って自分からこうです、宮下に欲しいなんて言ったって、黙っていれば宮下に来るのかな、水の問題を言われたとき来るのかなと思ったけれども、ある首長さんがやっぱり病院は宮下だべと。ただその代わり場所は便利なところにしてくれというのが大多数の首長さんが100％。だから、そういう背景がありますから、今ご指摘ありましたいろいろな安心安全な、例えば何か火災があったときに今度は基本的にはどちらかと言えば木工、木を活用して病院を造るというのが一つの県の恐らく方針だと思いますから、それに見合うような防火水路もきちっと造らなきゃなんないということで考えておりますので、ある面では今大竹議員からご質問がありましたように、その辺をしっかりと押さえながら病院を造る、あるいは防火水槽とか水も足りないなというところはしないように、しっかりやっていきたいというふうに考えております。

○議長　　大竹克昌君。

○８番　　よろしくお願いします。私が考えているのは、水がある、ないというよりも、これから先、地球温暖化の影響があるのか詳しくは私は分かりませんが、今年も４月からかなり暑くなるそうです。そういった中で、真夏の水が一番少ないときに火災が起きた場合、この大登地区の水を使うということは、火を消した後、大登地区の水がなくなるということですから、生活に影響のないような防火水槽を設置しておけば私はいいなとそういう前段でしゃべっていましたので、ぜひ防火水槽を造っていただきたい。そこは県と検討していただきたいと考えますのでよろしくお願いいたします。

　　次に２問目でございますが、中心市街地の活性化についてということで、三島町、市街地、中心といいますとやはり私も宮下地区だとずっと考えております。この宮下地区の活性化なくしてなかなか三島町は盛り上がらないのかなと考えております。そういったところで町長さんなども町長になる選挙のときの答弁、演説やいろいろなところの話でやはり宮下の駅前、または中心市街地の活性化が大事だと言っておられましたが、なかなか、こう目に付いて進まないものがあるのかなと思います。一部今の観光、何ですか、からんころんですか。あの近辺に少量の予算がついて駐車場を造ったり自転車等を配置しております。場所的にちょうど信号機のある角で場所的には悪いところなのかなと、危ないなと私は見ております。ましてや都会から来る人は田舎ですからどこにでも車は止めるし、どこからでも自転車が出てくるし、本当に危ないなと思って見ております。そういった中で、ひっくるめてしゃべってしまいますが、今宮下駅が無人化になりました。そういったところで政策課長さんのほうから前に説明がありましたけれども、検討するということでしたが、柳津町のようにあれだけの予算をつけてあれだけのことをやるというのはなかなか私も厳しいかなと思っております。ただ、宮下駅の広場、あの施設は本当にもったいないなと私は見ております。そういったところで、ぜひ、まずは宮下駅の活用、検討していただいて、なかなかＪＲさんとの土地の何かいろいろ線路のここから入って悪いとか中のほうもあるみたいで、大変な話は聞いておりますが、あの広場とあの施設は物すごく有効的に使えると私は考えております。お金があれば、からんころんを駅に持っていけば一番イベントでも何でもやりやすいし駐車場もあるしいいのかなと思うのですが、どうでしょうか。

○議長　　地域政策課長。

○地域政策課長　　この件に関しましてはテレサ・テンの歌碑建立のときのお話でも皆さん駅舎のほうがもったいないから使えないか。あとは無人化になってということで、そのことに関しても活用できないかということでお話いただきました。

　　本当に今大竹議員言われたとおり、先駆的な事例として柳津町が進めておりますが、なかなかやはり無償譲渡で受けたとしてもその後のやはり取壊しとか建物の形状とかで相当やはり予算もかかっているというお話も私も聞いておりますので、そういうところもちょっと状況を聞きながら譲り受けてやるのがいいのか、それともまた別な方法があるのかＪＲさんとも協議しなきゃいけないですし、あと大竹議員の言うとおり今ＪＲさんの駅前には今はよっぽどあれなんですが、相当バスが来て観光客が来ているというのもありますので、何とかテレサ・テンの歌碑も含めていろんな方があそこに三島町の顔というか宮下の顔という形で整備できればなというふうに考えておりますので、具体的に今こうという形はできないですが、できるだけ駅舎を活用した方法と駅前の広場からんころんも含めてそこから宮下の中にいろんな人が発生していけるような取組をしたいなというふうに今検討に入っているところでございます。

○議長　　大竹克昌君。

○８番　　今の宮下病院の跡地の問題。そちらも何もなくなってから何をやろうか、そういったところでこれから検討されて問題視されるのかと思いますけれども、ざっくり今この中心市街地である宮下地区を見ますと、空き家、空き地、これからどんどん増えていってもうどこから手をつけていいのか分からないようになるのかなと。そういったところで、駅前、裏通り、あの辺ににぎわいのあるものを集約していただいて、今後増えるであろう、今もいます。年配の人がいっぱいいますが、集まって安心してお茶を飲めるような場所、そういったところを造ってそういうところでにぎわいを持ってもらえれば。駅前にはまだ桜の木も生きていますので、そういった花なども今後進めて植えていくような、通りをきれいにするような、そういうこともよろしいのかなと考えます。これから皆さんと検討されてよりよい市街地を造っていただきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。

　　終わります。

○議長　　次に、１番、矢澤　昇君。

　　なお、矢澤　昇君の持ち時間は、ただいまから12時48分までといたします。

○１番　　１番、矢澤　昇であります。私からは２点ほど質問させていただきます。

　　まず初めに大登地区、中川井水田の作付でございますが、大登中川井水利組合より話があったと思いますが、令和５年６月に中川井水利組合の臨時総会において電気料金の値上げ等による揚水ポンプの電気料、受託者負担の発生について協議があり、ほとんどの人が電気料を負担してまで田んぼはやらないという意見が多くあり、今後、中川井水利組合の中では米の作付を行わないことに決定しました。また、受託者は揚水ポンプの状況によっては作付を断念するしかないと話をしておりました。米の作付ができなくなった場合、町は米以外の作付と何らかの方策を考えているのか伺います。

　　まず２点目に、令和６年度の第６期生、アカデミー生の申込み、７期生なのかな。の申込みの状況について伺います。令和５年度のアカデミー生３名は卒業を迎えて編み組細工に積極的に取り組んでいるようですが、今後のことについて話合いをしているのか。また、令和６年度第７期生の申込み状況について伺います。

　　よろしくお願いいたします。

○議長　　町長。
○町長　　１番、矢澤議員のご質問にお答えいたします。

　　議員ご指摘のように、中川井水利組合の臨時総会以降、組合長より来年度から電気代の高騰により中山間直接支払交付金だけでは賄い切れず、自己負担が発生するので、作付は今年度で終了するとの報告を受けました。

　　これを受けて、町では９月１日に中川井集落協定代表、あるいは中川井農地保全管理組合代表、受託者の耕作者、桐の里産業農業班、あるいは役場産業課が出席し、今後の中川井農地活用に関する検討会を開催し、来年度以降の方向性について話合いをいたしました。その席上で、令和６年度の作付については揚水ポンプをフル活動させないで３分の１ほどの稼働での大谷川からのポンプによる揚水、あるいは長坂を流れてくる水で間に合う分で作付を行うと。水の確保が困難な場合は、そば等の作付に転換すること。あるいは、今後の桐の里産業と現在の受託者の間で農地の集積等についての情報交換を行うということで合意し、方向性を確認したところであります。
　　その後、作付のための種もみの確保や柳津を中心にニンニク栽培を行っている事業者から三島町でのニンニク栽培の拡大を考えており、中川井の話も聞いたので、今後、可能ならばそこでのニンニク栽培も検討したいという話があったため、12月21日に第２回目の検討会を開催し話合いを行いました。内容は、大谷川からの取水の可否、あるいは長坂を流れる水での作付可能の面積の確認、あるいはニンニク栽培の可能性等について話合いをしたところでございます。

　　その結果、町では令和６年度に大谷川取水整備の予算を計上し、整備可能な業者に当たる受託者が耕作者の免除を望んでいるため、農地中間管理事業に関する地権者に対して意向確認を行い、あるいは受託者が上記条件等が整わず耕作できないと判断した場合は次の展開として桐の里産業によるそば等への転換及び柳津の事業者によるニンニクの栽培の可能性の調査を行うことで方向性を確認しました。

　　中川井は町内では優良な農地で三島町中心部の玄関口でもあり、観光客が歩くルートともなっているため、景観の面からも荒らすわけにはいかないということで、地権者も耕作放棄され荒れなければ水稲にこだわらないとの意向でございました。

　　今後早いうちに３回目の検討会を行い、直近の令和６年度の作付及び中長期的な方向性について話合いをしてまいりたいと考えております。

　　６年度のアカデミー生の申込み等でございますが、まず、令和５年度、６期生についてですが、３名の方々が現在卒業制作に取り組んでおります。アカデミー生との話合いにつきましては面談を行っておりますし、生活工芸館では館長、伝承生を中心にアカデミー生との意見交換を行っており、次年度からの方向についてもそれぞれ要望する道への指導や支援を行っております。３名とも令和６年度は伝承生として三島町に残ってものづくりの技術向上を目指す予定でおります。

　　令和６年度第７期アカデミー生の募集状況につきましては１名の方の応募があり、書類審査の結果、合格とし、２月上旬に面接を実施しておりましたが、面接直前に本人より辞退の申出があり、年度当初からの受講生はいない状況になりました。しかし、受講生なしで終了させるのではなく、カリキュラムを再編成し、令和６年７月スタートとして現在再募集をかけておりますので、今後広くＰＲし募集してまいりたいと考えております。

　　以上です。

○議長　　再質問を受けます。矢澤　昇君。

○１番　　今ほどは答弁ありがとうございました。

　　中川井は近い将来、今の答弁を見ますと検討もしているということですので、近い将来稲の作付はなくなるんじゃないかと私は思います。そこで私は思うんですが、中川井地区というのは物すごく景観もいいし地理的に物すごくいいところなんですよ。そこで、今先ほども大竹議員から話がありましたが、グラウンド等とかそういうのの話がありましたが、私はあそこにグラウンドとか公園施設とか造るのが最高ないい場所じゃないかなと私は思うんですがいかがですか。

○議長　　産業建設課長。

○産業建設課長　　すみません。今ほどちょっと今の質問と関連しなくはないんですけれども、本文のほうと絡めまして、第３回目の話合いの件についてちょっとまず先に言わせていただきます。

　　３回目につきましては、まずその前段として中川井の水利、今どうなっているのか、取水口、それを今月議会終了後の翌週にでも耕作者の方、水利組合の方、そして役場、我々で現地のまず調査をしたいと思います。その上で、再整備可能かどうかも含めて検討し、その後、今月中に今３回目の話合いを進めるような、第２回目の検討会の方々と同じメンバーに声をかけまして、方向性を。その中で、今年度のまず方向性を定めたいというふうに考えております。６年度内にその後、いわゆる中期的なことを話合いもやっていきたいと都度考えておりますので、その後の中で今の矢澤議員のご質問のあった、いわゆるグラウンドとか公園のご提案ということもありますので、そこにつきましては私のほうからよりも担当とか今町長とかその辺から。今ちょっと私が発言しちゃうとあれなものですから。なお、一応方向性については今、今月中に話合いを進めていきたいということで考えております。

○議長　　矢澤　昇君。

○１番　　どうも建設課長、ありがとうございました。そこでこの後、話合いもしているということですが、いずれにしろ耕作ができなくなった場合のことを考えるとこの後耕作放棄地がないように進めていただきたいと思いますので、よろしくお願いしたいと思います。

　　次に、アカデミー生の件なんでありますが、今ほどの答弁では第６期生３名は伝承生として残る……。

○議長　　ちょっと待ってください。

○１番　　今ほど答弁ありましたけれども、第６期生は３名は伝承生として残るようでありますが、これは大変いいことだと思います。そこで、この後アカデミー生と伝承生で５年かな。その５年でやっている場合はいいんですが、５年を経過した場合にどういうふうに対応していくのか、そういうちょっと質問したいと思います。

　　よろしくお願いします。

○議長　　地域政策課長。

○地域政策課長　　今矢澤議員ご指摘のとおり５年、アカデミー生として１年、伝承生としては最長４年の研修制度がありまして、その後のやはりどういうふうに町に残っていただくとかその技術を使ってという形になってなかなか明確に今まで５期やってきましたが、それでものづくりだけでというのはなかなか難しいということで、その４年間の中で三島でどうこのものづくりに関わりながら生活していけるかということで、今町長の答弁にもあったとおり５名の方が残っていただいておりますので、４年の中で、ただ本当にものづくりでやりたいということがいれば、そういうどういう支援ができるかもありますし、三島に残りたいという部分ではどういう方々が生活をしていきたいかということも含めて検討していきたいなと思っておりますので、ただ４年間ほったらかしというか技術をただ教えるだけじゃなくて、その４年後のことも含めてちょっと検討していきたいと思っております。

○議長　　矢澤　昇君。

○１番　　この制度はアカデミー生をものづくりを通じて移住定住ということも目的とありますので、この５年間の後のこともいろいろ話し合って定住できるような方向性に持っていっていただきたいと思います。それと、今答弁の中で今回７期生はいないということでしたが、何でですか。

○議長　　地域政策課長。

○地域政策課長　　基本的に今までやってきた宣伝というか場所においてはＰＲしてきたところでございますが、なかなか毎年１名であったり５名であったりその年によっても変わるところがあります。ただやはり先ほどから町長が言うとおりちょっと情報の発信力が私たちのやり方がやっぱり弱いという部分があるのかなと思います。やはり届くところに、昭和とかを見ますとやはり４人、５人という形でいらっしゃるので、編み組と織りという感じで違いますけれども、やはりそういうやり方が昭和のほうはどうなのかということも確認はしているんですが、そんなに大きな違いはないんですが、魅力的な部分とかそういうことも含めてちょっともう一度やっぱり検討しなきゃいけないかなというふうに考えております。

○議長　　矢澤　昇君。

○１番　　今の令和６年度７月スタートを目途に募集をかけているということですが、やっぱり町のＰＲをもっと大きく出してやればもっと早くから募集すると。そういうふうにすれば１名ということはないと思うんですが、募集があると思いますので、その辺を頑張っていただきたいと思います。

　　以上をもって再質問を終わります。

○議長　　お諮りいたします。昼食休憩を取りたいと思いますが、ご異議ございませんか。

　　　　　　　　　　（異議なし）

○議長　　13時10分まで昼食休憩といたします。（午後１２時０４分）
◇　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　◇

○議長　　再開いたします。（午後１３時１０分）

　　一般質問を続けます。３番、五十嵐健二君。

　　なお、五十嵐健二君の持ち時間は、ただいまから14時10分といたします。

○３番　　３番、五十嵐であります。それでは私のほうからは、１点について質問をさせていただきます。

　　令和６年度の予算についてであります。

　　本来であれば、令和６年度の予算については町長の考えをいろいろお伺いして６年度の予算についてどのような考えを持っているのかお伺いするところでありますが、今回私はそうではなくて、予算の中でのいろいろな扱い方について質問をさせていただきます。

　　令和６年度の予算が提出されているわけですが、現在町の財政は人件費の上昇や公債費の増加など、自己財源の少ない当町では外部財源の比率が非常に大きく財政が厳しい状況であります。

　　そんな状況下の下でありますが、それぞれの地区にとっては地区要望というものはその地区にとっては地区の活性化、あるいは地区を運営する上で非常に重要な要望であると考えております。そういった地区の要望に対してどれだけ予算に反映されているのか。また、町が提唱している地域循環型社会の構築やゼロカーボンの推進等、どのように予算に反映されているのかを伺います。分かりやすい答弁をお願いいたします。

　　以上であります。

○議長　　町長。

○町長　　３番、五十嵐議員のご質問にお答えいたします。
　　地区要望事項に対する令和６年度予算への反映は、施設整備に地区集会場へのエアコン整備として約300万円。地区集会場屋根塗装事業に約2,400万円を計上してございます。特に集会場屋根塗装は、建築年数や屋根の状態を調査しつつ年次計画を立て実施しているところでございます。農業生産環境整備事業、俗に言う原材料費中でございますが570万円。あるいは各地区において、農作物への鳥獣被害や人的被害防止対策として有害鳥獣防護柵設置補助金で1,000万円をはじめ、総額2,000万円。林道舗装事業に500万円。森林整備、間伐ですが3,400万円。大林景観整備に約200万円、桧原水道敷設に4,400万円。その他生活道路に係る共同維持修繕費や地区支援事業等で総額約１億5,000万円を計上しております。毎年、年度当初要望をいただき、年度内に対応可能なものは補正予算等で対応しております。当初予算への補助事業の活用や年次計画に基づく事業を計上しており、財政状況を確認しながらできる限り要望にお応えできるように取り組んでいるところでございます。

　　次に、町が提唱している地域循環型社会の構築、ゼロカーボン推進は予算に反映されているのかについてですが、ご存じのとおり東京では木質バイオマスエネルギーをメインに地域循環ゼロカーボンへの取組を図ろうとしております。しかし、当初想定しておりました木質バイオマスエネルギー設備整備による取組は、森林整備の難しさから断念せざるを得ませんでした。しかし、「ふくしま森林再生事業」や令和６年度から始まる町独自の間伐補助事業、そして「木の駅事業」は少しずつでも森林を整備されることにより山元にお金が循環することが地域循環につながるよう取り組んであります。

　　また、木質バイオマス以外でも再生可能エネルギーの取組も調査し、令和５年度からは太陽光発電推進のための補助金制度を創設し、令和６年度予算においては対象金額を上げて利用者確保に当たってまいります。また、保健施設の化石燃料使用抑制のため、温泉熱を利用したシステム導入により、ゼロカーボンに寄与する取組もスタートさせます。大きく目立つ事業はないようですが、少しずつでも取り組んでいく予算は確保しております。

　　また、予算をかけるだけでなく、町民の皆さんに日常の中でゼロカーボンに取り組んでいただけるよう広報紙等を活用してＰＲしてまいります。

　　よろしくお願いします。以上です。

○議長　　再質問を受けます。五十嵐健二君。
○３番　　まず初めに地区集会屋根塗装事業はこれは町が指定管理でありますので町の事業としてやるべきものであって、これは地区要望の事業ではないように感じますけれども、あとここに出ている金額全てこれ地区要望の事業であることには間違いないですか。その辺のところを確認したいと思いますのでよろしくお願いします。

○議長　　総務課長。

○総務課長　　いわゆる生活道路に係る維持補修、それから地区支援事業等も含めまして、総額で１億5,000万円ほど予算計上しているところでございます。

○議長　　五十嵐健二君。
○３番　　地区支援事業という形はそれぞれの地区から出ている要望というふうに理解してよろしいですか。

○議長　　総務課長。

○総務課長　　いわゆる地区が行いたい事業に対しましてこういった補助金がございますという制度でございますので、その事業の活用をできるものはお願いしているというところから、地区支援事業の要望というところも上がっているところでございます。

○議長　　五十嵐健二君。
○３番　　私がお聞きしたいのは、それぞれ地区から上がっている要望があるわけですよね。そういった要望に対しての予算ではないわけですか。これは。支援事業という形で地区で要望しているものに対してこういう支援がありますよという形の予算なんですか、これは。

○議長　　総務課長。

○総務課長　　いわゆる地区からの要望事業そのものに町が施工して実施するというものも予算に含まれておりますし、そういった町ではなくて地区で主体的に行っていただきたいというための予算として計上しているものもございます。

○議長　　五十嵐健二君。
○３番　　地区座談会のほうに出席させていただいていたわけですけれども、地区にいて地区座談会の中ではやはり地区の要望というのが非常に地区の方から出るわけですよね。そういった中で、やはり地区の人たちのいら立ちの声というのが多く聞こえてくるわけです。町ではやはり優先順位だとか検討だとかという言葉をよく使いますけれども、地区の人たちにとっては検討とか優先順位という形の説明では納得いかないんですよね。結局、優先順位だったら優先順位でこれからどのように自分たちの地区の要望を実行していくんだというようなそういったような説明、あるいは検討は、ある地区に行ったときに検討はやる検討なのか、やらない検討なのかはっきり言ってくれというような話も出ているわけです。ですから、町で進めているその地区要望に対する予算の取り方、厳しい財政の中で予算を取って地区要望を実行するというのは大変なことではあるとは思いますけれども、そういった中で予算を取って地区要望を進めていくのであれば、その説明、そういったものはしっかりと説明していただかないと地区の人たちの理解は得られないんじゃないのかなというふうに思うんですけれども、その辺のところはどうでしょうか。

○議長　　総務課長。

○総務課長　　議員おっしゃるとおり地区要望に対する説明、これにつきましてはただ単に検討するというようなことではやるのかやらないのかという部分は不明でございますので、いわゆる今回の屋根塗装に関しましても、例えば何年以内にというような期限を設けましてご説明しているということでございますので、今後の事業につきましてもいわゆる今年度の予算、次年度の予算ではできませんけれども、その後何年以内にというような形を答弁の形として説明申し上げたいというふうに感じております。

　　ただ、その年数につきましては、いわゆる補助事業の関係、それから国県との関係等々もございますので、一概に何年までというのは単純には申し上げられませんけれども、基本的に町ができるものについてはやる方向で常に検討しているということでございますので、そういった説明を丁寧にさせていただきたいというふうに考えております。

○議長　　五十嵐健二君。
○３番　　地区の人たちの地区要望というのはその地区にとって必要なことを要望してくるわけですから、その辺のところはしっかり説明をしていただきたいと思います。

　　次、私質問もしましたけれども、ゼロカーボンだとか地域循環型ですか。令和５年に再エネ導入可能性調査等地域循環共生圏推進協議会の運営、支援という形で150万円予算を取ってあるわけですよね。それは実際にどういうふうな使われ方をしたのか。また、その予算が使われてこの令和６年にどのように反映しているのか。その辺のところの説明をお願いします。

○議長　　地域政策課長。

○地域政策課長　　こちらの予算に関しては補正予算のほうで提出させていただきますが、基本的に推進協議会の共生圏の協議会のほうの進めておりました木質バイオマスに係る、最初はコージェネでありましたが、そのあと薪ボイラーに関する調査という部分で私たちではなかなかできない部分を委託かけてやるということで予算は取っておいたんですが、なかなかこれまでご説明したとおりコージェネは難しい。また薪ボイラーに関してもなかなか施設へ導入していくのが難しいということで方針が出た中で、今年度に関しては110万円委託料で取っていた分はちょっと使わないで、協力隊のほうでいろいろ調査してもらいながら、ある程度先に木質の薪ボイラーに関してはちょっと難しいという方向が出て、その後は今度温泉とか別の再生可能エネルギーのほうに取り組んだので、今年度は使っていない状況になっています。

　　以上です。

○議長　　五十嵐健二君。
○３番　　このゼロカーボンですか。それとか地域循環型の社会を構築するというのは町が提唱していることですよね。町が提唱していることに対して予算をつけてその予算を使わなかったということは、私にしてみれば、いろんな理由が今述べられましたが、そういった理由になるのかなというふうに考えるわけですよね。ゼロカーボンは2050年、一応達成の計画でやっているというふうな話ですけれども、この文書の中に町民に対して醸成していくという形で文言が出てくるわけですよね。それは令和５年も令和６年も同じような言葉が出てくるわけです。言葉を出したからそれでいいんだという話ではないのかな。醸成しているならどのような形で醸成しているのか、令和５年はどのような形で醸成していたのか、ちょっとその辺のところをお聞かせ願いたいと思います。
○議長　　地域政策課長。

○地域政策課長　　これもあれなのですが、うちのほうは地域循環共生圏のほうで協力隊を雇っておりまして、協力隊の方がメインになりながら本当にいろんな会議に出たり、またあとは広報紙等を使って町が取り組んでいるゼロカーボンであったり木質バイオマスの今の取組であったりというのをコラムで書いたりというふうにやってきております。ただ、それがメインでありまして、そのほか何をやっているんだと言われるとなるとなかなか調査研究したりという部分で、醸成と言われるとなかなかその成果と言われるとなかなか難しいところにはなるかもしれませんが、町が取り組んでいる内容を何とか広報紙を使いながら皆さんに周知しているところでございます。

○議長　　五十嵐健二君。
○３番　　ちょっと参考意見としてお伺いしたいやつがあるんですけれども、町民課長にお伺いします。先ほどの説明で要介護の高い認定者が減少していると話がありましたよね。それは高齢者、要介護の高い認定者が出ていないということは、それだけ高齢者の方々も何ていうんですか、健康のような状況になってきているのかなというふうにこちらで理解していいのかどうか。それで、そういうふうになった場合には、今まで地道に活動してきたことの成果の表れなのかなというふうに私は思いたいんですけれども、その辺のところはどうなんでしょう。

○議長　　町民課長。

○町民課長　　議員おっしゃるとおりですが、まず、要介護４、５の人数が減ってきているということは、まず一つの大きな要因としては老衰等によってお亡くなりになられたという方が多くいたというのがまず一つ挙げられます。ただ、その後の要介護に認定されたときの体制がいきなり４、５という方というのはいなくなっているというのは確かに間違いありません。それはやはり地域包括ケアシステムというのがスタートしまして、そういったサービス事業が展開してきたということが一つと、やはりここ数年ですと在宅医療、在宅訪問、そういったもの活動的なものが多くなってきているということから、要介護がいきなり４とか５という方というのはいなくなっている。結論的に言うと、議員おっしゃるとおり元気な老人の方々が自然と高齢者になってきているという状況で来ているということにつながっているのかなというふうに思っております。

○議長　　五十嵐健二君。
○３番　　一つのことを計画してやっていくには時間がかかりますよね。その成果が出るということに対しても時間がかかるのは当然だと思います。それで、今の町民課長の説明もそうなんですけれども、一つのことをしっかりとやっていくことに対しては結果が出てくるわけです。ただ、今やっている循環型にしてもゼロカーボンにしてもそういうものが全然見えてこないんですよ。予算を取って予算を使わなかったというのは、私はその辺のところはやはりその予算を取った課での怠慢ではないのかなというふうに考えるわけです。予算を取った以上はその成果を出すための予算でありますので、しっかりとやっていただかなければその予算を取った意味がなくなるわけですから、地域政策課長として今後どのような進め方でこういった問題を進めていくのか。ゼロカーボンは2050年だからという話ではないんですよね。しっかりと少しずつでもいいから進めていって、少しでも成果を上げるような形でやっていかないと何のための計画であるのか分からないし、その事業に対して計画を立てることが目的になってしまったんでは困るんです。そういった中で、今産業建設のほうで地域が何ですか、循環型農業というふうなことを考えていますし、町民課のほうではごみを減らす、ごみの減量化というのも考えているわけですよね。そういった横のつながりをつくっていくことでゼロカーボンだとかそういうものをやっていくことができないのかどうなのか。そういった話合いというのをやっていないわけですか。

○議長　　地域政策課長。

○地域政策課長　　まず、すみません。職務の怠慢と言われてしまうとあれなんですが、調査研究のために取っておいた委託料でしたので、その判断の中で必要ないという部分であったので、ちょっと怠慢という形ではないので、大変申し訳ないですがそちらのほうをちょっと落とさせていただきました。

　　それで今ご説明というかご質問あったとおり、一つのことをやっていって成果を上げていくというのはなかなか本当に大変だと思います。あとどうしても一つのことを突き詰めていくという部分で、なかなかこれも私たちだけ、役場もやらなきゃいけない、役場がＣＯ２の排出を低減していかなきゃいけないという部分もありますが、町民の皆様、特にやはり大きな2050年のゼロカーボンビジョンを立ち上げたときに、大きな部分では森林整備であったりとかという部分で、それをちゃんとまとめて話していきなさいという多分議員のご指摘だと思うので、そこら辺の横軸というか連絡調整ができていないのはこれはもうちょっとなかなか進めていないところあります。計画をつくって終わりということじゃなくてちゃんとそれぞれの課で取り組んでいただけることもありますので、そこら辺をちゃんと連携して進めていきたいなと思っております。

○議長　　五十嵐健二君。
○３番　　すみません。今の説明の中で怠慢という言葉はちょっとあれだったのかもしれませんけれども、判断でこれは取りやめたと言いましたよね。その判断というのは課長判断で取りやめたということなんでしょうか。

○議長　　地域政策課長。

○地域政策課長　　課の中で調整しまして、上にも相談しながら今回の調査事項はないということで、この委託業務はしなくていいということで一応課の中で判断して行ったところです。

○議長　　五十嵐健二君。
○３番　　課の中で判断してその予算を使うことは必要ないだろうというふうなことで進めてきたというふうな話なんですけれども、今広報みしまあたりに載っていましたよね。連載で。あれを担当していた方が今回３月いっぱいで辞めるわけですよね。これからその課の中で誰が担当するのかちょっと分かりませんけれども、それを続けていくということに対してはこちらではそのように理解していいわけですね。

○議長　　地域政策課長。

○地域政策課長　　これも言葉だけということになってしまうかもしれませんが、一応協力隊の後任を今募集している最中でございますので、後任が見つかり次第その方と一緒になって進めていきますが、今の時点で募集がないということですので、課の中で担当を決めながら進めていくしかないと考えております。

○議長　　五十嵐健二君。
○３番　　今までは担当の方が全て事業に対して行っていたというふうな理解でいいわけですか。それとも職員の方で一緒にやっていたというような形でやってきたわけですか。

○議長　　地域政策課長。

○地域政策課長　　担当係長のほうと私も一緒になって、メインは協力隊の人が全部まとめてくれていますが、事あるごとに事業に関しては３人で相談しながら進めておりました。

○議長　　五十嵐健二君。
○３番　　すみません。協力隊の方にやっていただくというのはそれはそれでいいのかなとは思うんですけれども、協力隊は一応３年ですよね。期間が。前空き家対策でやっていた方もそうなんですけれども、そういった方が抜けたときに担当課の職員の方がそれをやるようになるわけですけれども、仕事量が増えたり、そういった中で今までのようにきちんとその事業ができるのかどうかというのはこちらちょっと不安なんだな。それで、今回の重点事項の中にもありますけれども、醸成というんですか。そういった言葉を使っているわけですけれども、１年間の間にどういう形でそういったことを町民の人たちに知らしめていくのか、町のやっている事業をどういうふうに理解していただいていくのかというのは非常に大切なことだと思うんですけれども、その１年間の計画とか何かというのは課の中で立てていらっしゃるんですか。

○議長　　地域政策課長。

○地域政策課長　　大まかな部分で先ほど言ったとおり広報紙であったり文化祭であったりとか町民の方の目につく場所にということですが、今議員言われたとおり年間計画でこの月に何をやるというのは明確に今のところは立てていない状況があります。３月でもありまして、新年度が始まる中でまた協議しながら進めてまいります。

○議長　　五十嵐健二君。
○３番　　一応事業としてやっていく以上は計画を立てながらやっていっていただかないと、また令和５年のような形に令和６年もなっていくというと１年なんてすぐに早いですからね。１年、１年そういう状況で終わっていってしまったのではゼロカーボンという目標はほとんど程遠いものになってしまうんじゃないのかなというふうに思います。あと先ほど言ったように、ほかの課で進めているような事業、そういったものがそちらのほうとつながりを持つことはないのかどうかというような検討はしているわけですか。

○議長　　地域政策課長。

○地域政策課長　　各課でそれぞれゼロカーボンの方で話した中もありますが、ごみの減量に関してはやはりゼロカーボンで目標に上がっていることでございますし、地域循環の農業という形はまたゼロカーボン、地域循環と考え方では地域内のいろんなものを使って農業に生かしていくということですので、そこは課のそちらの産業建設課の課題の中で整理していた部分もありますので、ただゼロカーボンも計画策定しただけじゃなくてそういう新しい事業も生まれてくるのであればそういうこともやはり協議しながら新たに見直していくということも必要かなというふうに考えています。
○議長　　五十嵐健二君。
○３番　　これはあくまでも町のほうで提唱している事業ですよね。ですから、しっかりとした計画を持って進めていっていただきたいと思います。いろんな事業はそうなんですけれども、その事業の中でそういったものと関連するような事業があったらほかの課と連携して進めていくなり、なるべく目に見える形で事業が進行していっていただければこちらでもいろいろなことを質問したり聞いたりすることができるんですけれども、今の形としてはそういう形にはなってないので、できれば計画的に進めていただきたいなというふうに考えるわけです。

　　ゼロカーボン、木質バイオマス、いろんな事業がこの中に入っていますけれども、三島町は今現在林業関係もそうなんですけれども、計画的な整備というのは全然行われていない状況なんですよね。今間伐とか何かは進められていますけれども、計画的に整備するというような方向性ではないので、ゼロカーボンを目指す上では今のような年数の食った木は吸収率が悪いんですよね、実際。若い木がやはり二酸化炭素を吸収するというふうなことも言われていますので、そういったところまで話を進めていただければ非常にいいのかなと思うんですけれども、なかなかそこまで進めるとなると大変予算もかかりますし、所有者の理解も得なければならないというような壁がありますけれども、やはり少しずつでもそれも必要であれば進めていくような姿勢というか町の体制も必要なんでないのかなというふうに考えます。

　　今やっぱり林業は低迷しているというのはやはり値段が安いというか、資産価値がないというか、なかなか登記をかける人もいない、死亡者登記になっているというのが現実でありますので、やはり町としてしっかりと計画を立てながら進めていくのも一つの対策ではないのかなというふうに考えております。

　　その辺で今後、林業関係ですね。林業関係のほうの計画というか、間伐ではなく林業のほうの整備事業ですか。そういったことは町のほうでは進めていくような考えでおられるのかどうか。これもある種ゼロカーボンのほうにつながりますので、その辺のところもちょっとお伺いしたいんですけれども。今回、予算に取ってあるのはほとんどが間伐事業だとかそういったものが多いわけですよね。ただ、これも間伐だけというふうな形で進めていくような話ではないので、今後どのような形でそういったものを進めていく考えでいるのか。これから考えるんだというんならそれもそれで仕方ないことだと思いますけれども、しっかりした林業に関する整備事業というかそういったものを持っているのかどうか、ちょっとお伺いしたいと思います。

○議長　　特命担当課長。

○特命担当課長　　令和６年度の予算につきましては間伐事業がメインであります。12月議会で議員のほうから植栽についてどう考えているんだという意見がありましたので、町の林業事業体の人と相談した結果、林業事業体のほうからは今の木材価格では森林商社に山の木を売ってくれ、そこで植えるからという話はちょっとできないということなので、その辺はこれから状況を見ながら検討していきたいと考えております。

○議長　　五十嵐健二君。
○３番　　そのように考えていっていただきたいと思います。よろしくお願いします。

　　今、話の中にも出てきたとおり一つの事業に対していろんな課が関連してくるわけですよね。ですから、横のつながりをしっかりと取っていただいて、今後、ゼロカーボンなり地域循環型の社会を構築するというやり方、同じような考え方なんだろうと思いますけれども、そういったものをしっかり持っていただいて、１課でやるというふうな考え方ではなくて全課協力し合って同じような事業があるんでしたらそういった事業を連携してやっていくというような形を取っていただきたいと思いますので、その辺のところをよろしくお願いいたしたいと思います。

　　また、町のほうで動きがあったら私は一般質問のほうでまた行いたいと思いますので、しっかりとした計画を立てて進めていっていただきたいと思いますので、よろしくお願いします。

　　以上で私の質問を終わりたいと思います。ありがとうございました。

○議長　　以上で一般質問を終結いたします。

　　以上で本日の日程は全部終了いたしました。
　　　　　　　　　　◎散会

○議長　　本日はこれにて散会いたします。ご苦労さまでした。

（午後１時４０分）
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